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○小学校６年生
　キャンプで学んだ、協力することの大切さを、学校
生活でも生かして、みんなと楽しく過ごしたいです。
○中学校３年生
　ワラビーキャンプを通して友情をつくる楽しさを
実感することができました。それを、高校に入学した
ときに生かしていきたいと思います。

　ワラビーキャンプは、平成元年から始まった、様々な理

由で学校に足の向かない児童生徒に、３泊４日の体験活動

を通じて、自ら道を切り開くきっかけを作ってもらおうとす

る取組みです。

　今年は、小学生６名、中学生６名、計１２名が参加し、ロッ

ククライミングや野外炊さん等の活動を行いました。

ワラビーキャンプの開催について

　北九州市では、若手教員の資質・能力の向上を図るため、｢授業づ
くり動画｣(今後求められる授業モデル)等を配信するＷＥＢサイト｢ｋｉｔ
ａＱせんせいチャンネル｣を開設しました。
　これは、ベテラン教員の大量退職と育成が必要な若手教員の増加
が同時に進行する中、教員に必要な知識や技術を確実に伝承してい
くもので、各教科等の授業の具体的なモデルや授業の基盤となる指
導技術を、職場内研修や自己啓発の際に、何度でも学ぶことで、｢教
える力｣を向上させる一助となるものです。

　平成２９年度マイスター教員認定式及び第１３回北九州市優れた教
育活動等実践教職員表彰式を行いました。

　「マイスター教員」は、他の教員のモデルとなるような、優れた教育
実践を行っている教員を認定するもので、授業づくりの相談や公開授
業、教育センターでの講師等の活動を通して、本市の教員全体の、児
童生徒に対する｢教える力｣を向上させる役割を担います。今年度は
新しく、小学校から２名、中学校から１名が認定されました。

　また、「優れた教育活動等実践教職員表彰」は、やる気に溢れ優れ
た教育活動等を実践している教職員を毎年１回表彰するもので、今回
は、小学校から２5名、中学校から10名、特別支援学校から１名が表
彰されました。心のバリアフリー推進事業　対象モデル校（平成２９年度）

【特 集】　小・中学校 新学習指導要領   ２・３面

区
門　司
小倉北
小倉南
若　松
八幡東
八幡西
戸　畑

特 別 支 援 学 校
門司総合特別支援学校

県立小倉聴覚特別支援学校
小倉南特別支援学校
小池特別支援学校

県立北九州視覚特別支援学校
八幡西特別支援学校
北九州中央高等学園

地 域 校
小森江西小学校
三郎丸小学校

県立北九州高等学校
ひびきの小学校
高見中学校
大原小学校

北九州市立高等学校

　８月１日から３日まで、北九州市の豊かな自然や身の回りの環境問題
を体験的に学び、子ども環境リーダーを育成することを目的として、
｢環境リサーチ隊｣の活動を行いました。
　市内の小学校５、６年生と中学校１年生の３０人が参加し、いのちの
たび博物館、紫川、平尾台、エコタウンなどを訪れ、実際の自然に触れ
たり、専門の方から説明を受けたりしました。

　最終日には、活動の成果を発表する｢環境
子ども会議｣が開催され、｢自分にできること
から始めよう｣｢学んだことをみんなに伝え
よう｣といった、活発な意見交換が行われま
した。

　教育委員会では、「子どもの未来をひらく教育プラン」に掲載された施策について、毎年度、点検・評価し、その結果を議会に報
告するとともに、市のホームページで公表しています。
　今年度の評価結果(平成２８年度実績)は、全１０施策のうち、Ａ評価(大変順調)が｢特別支援教育の充実｣「地域と連携した学校
運営の実現」の２施策、Ｂ評価(順調)が｢心の育ちの推進｣など８施策でした。この結果を今後の施策に生かし、効果的な教育行政
の推進に努めてまいります。
　北九州市教育委員会事務の点検・評価ページ　http://www.city.kitakyushu.lg.jp/kyouiku/file_0043.html
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九州初上陸！「ゆるスポーツ」を楽しんで
心のバリアフリーについて考えよう！！

　北九州市では、平成２９年１月に｢北九州市特別支援教育推進プラン｣を策定し、５つの視点による特別支援教育の推進に取り組んでいます。
　その視点の１つである「障害者理解の促進」を進めるため、特別支援学校と小・中・高等学校がペアを組み、

スポーツや芸術を一緒に体験することでお互いの良さや違いを理解していく、心のバリアフリー事業についてご紹介します。

　７月１２日、｢世界ゆるスポーツ協会｣から、理事の萩原拓也さんを招き、｢年齢・性別・運動神経に関わら
ず、だれもが楽しめる｣、｢勝ったらうれしい、負けても楽しい 多様な楽しみ方が用意されている｣、｢障害が
あってもなくても、運動が得意でも苦手でも、誰もが楽しめる｣スポーツである『ゆるスポーツ』の体験会を
行いました。
　門司総合特別支援学校小学部５･６年生と、小森江西小学校４年生は、学校・学年を超えて『うちわサッ
カー』と『ハイタッチリレー』を、高見中学校１年生と県立北九州視覚特別支援学校中学部の生徒達は『目隠
し徒競争リレー』と『ゾンビサークル』を体験しました。
　どのスポーツも、体力があれば点が取れるというものではありません。また、最初は競争していたはずな
のに、いつの間にか、みんな笑顔になって楽しんでいる姿が印象的でした。

特別支援学校学習指導要領等の
改 訂 に つ い て

特別支援学校学習指導要領等の
改 訂 に つ い て

　｢特別支援学校幼稚部教育要領｣及び｢特別支援学
校小学部・中学部学習指導要領｣が改訂されました。
　新たな学習指導要領では、発達障害や重複障害を
含めた、障害のある幼児児童生徒の、多様な障害の種
類や状態等に応じた指導を一層充実するために、自立
活動の内容に「障害の特性の理解と生活環境の調整
に関すること」が新た
に加わる等の改訂が
行われています。
　小学部については、
平成３２年４月、中学部
については、平成３３年
４月から、それぞれ全
面実施されます。

　夏休み期間中の８月１７日、湯川中学校区と沼中学校区にある５校(沼中学校、
湯川中学校、沼小学校、葛原小学校、湯川小学校)の代表児童生徒が、湯川中学校
に集まり、｢５校合同いじめ防止サミット｣が開催されました。
　これは、中学校単位で児童生徒が集まり、いじめの防止に向けて話し合い、決
まった内容を各校において実践していく本市の取組みで、学校からいじめをなくす
ためには、どうしたらよいのか？などを
テーマに、活発な議論が行われました。
　その結果は、｢いじめ撲滅スローガン｣
としてまとめられ、今後学校だよりや校内
ポスターにより、各校の児童生徒に広めら
れていくこととなりました。

教育委員会の事務の管理及び執行状況の点検及び評価について Ａ評価２施策
Ｂ評価８施策
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広報紙「北九州市の教育 未来をひらく」に関す
る皆さんのご意見・ご感想をお待ちしています。

未来をひらく
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Ⓒていたん&ブラックていたん,北九州市

北九州市環境マスコットキャラクター
ていたん&ブラックていたん

フェイスブックもご覧ください！
北九州市教育委員会 Facebook
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